
                                                    

1 

２０１９年度事業報告書 

特定非営利活動法人 大阪医療ソーシャルワーカー協会 

 

Ⅰ. 事業期間 

  平成３１（２０１９）年４月１日～令和２年（２０２０）年３月３1日 

 

Ⅱ. 事業の成果 

１．基本方針について 

 以下の 3 点の基本方針に沿って、各部局を中心に、「Ⅲ．事業の実施内容」に記載の通

り、さまざまな取り組みを行った。 

（１）関係団体・当事者との連携強化と協働の推進 

（２）医療ソーシャルワークについての情報発信強化 

（３）魅力ある協会作り 

 

Ⅲ. 事業の実施状況 

1 特定非営利活動に係る事業 

（１）（事業名） 学習会事業 

年 5 回の開催を企画、内 1 回は第 13 期初任者研修まとめの会を実施した。 

・第 63 回 学習会 

テーマ：学会発表は怖くない！～発表のための傾向と対策～ 

日  時：2019 年 7 月 24 日 19 時～20 時 30 分 

会  場：大阪府社会福祉会館 403 号室 

講 師：藤田 譲（白鷺病院）  

参加者：計 55 名（会員 46 名／非会員 9 名） 

・第 64 回 学習会（近畿２府４県医療ソーシャルワーカー協会共催） 

テーマ：災害福祉支援研修  

大規模災害を乗り切る「支え合い」を構築するために 

〜発災から生活再建における福祉の役割〜 

日 時：2019 年 8 月 3 日 13 時 30 分～16 時 30 分 

会 場：大阪府社会福祉会館 403 号室 

講 師：山本 千恵（一般財団法人ダイバーシティ研究所） 

参加者：計 30 名（会員 14 名／他府県会員 16 名） 

・第 65 回 学習会 

テーマ：滞日・訪日外国人の医療について～今後を考えるために現場からの報告～ 

日 時：2019 年 11 月 20 日 19 時～20 時 30 分 

会 場：大阪府社会福祉指導センター 研修室 1 

講 師：小出 志保（近畿中央呼吸器センター） 

     平島 園子（大阪医療センター） 
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参加者：計 31 名（会員 26 名／非会員 5 名） 

・第 66 回学習会 

テーマ：第 13 期初任者研修 まとめの会 

日 時：2019 年 12 月 21 日 14 時～16 時 30 分 

会 場：大阪府社会福祉会館 403 号室      

発表グループ・テーマ 

Ａ：ミッションインポッシブル 

  私たちどんな仕事？～多職種にも理解してもらうために～ 

Ｂ：白ごはん  

原点にかえろう 倫理綱領は重要だ！  

Ｃ：チームおたまじゃくし 

SW としてできることを再発見～無力さを感じた事例を通して～ 

Ｄ：チーム福井 

寄りのない人の支援について ～在宅を選択するということ～ 

Ｅ：チームぽろぽろ 

大事にしないといけない事って何だろう？ 

Ｆ：F7  

こんなんあったらええのになぁ～療養先についてのパンフレット作り奮闘記～ 

参加者：計 72 名（会員 68 名／非会員 4 名） 

・第 67 回 学習会 

テーマ： 私の大学院生活 ～失敗談？！を通して伝えたいこと～ 

勢いで行く大学院のススメ！？～苦行の先に得られる…かもしれないモノ～ 

日 時：2020 年 2 月 26 日 19 時～20 時 30 分 

会 場：大阪府社会福祉指導センター 研修室 1 

講 師：濵谷 通代（近畿大学病院患者支援センター） 

     本田 優子（大阪労災病院治療就労両立支援センター） 

参加者：16 名（会員 12 名／非会員 4 名） 

 

（事業の対象者） 一般市民 

（収 入）  22,000円（参加費等） 

（支 出） 690,789円（諸謝費・会場賃借料ほか） 

 

（２）（事業名） 医療社会事業従事者講習会 

「地域包括ケア」をテーマとし、私達が地域での保健・医療・福祉のネットワーク作

り活動の中心になれること、「メゾ・マクロ」についての学びを深め、実践に役立て

られるようになることを目的とする。 

テーマ： ”地域包括ケアと医療ソーシャルワーク”～メゾ・マクロを意識した支援の

ために～ 

日 時：2019 年 11 月 30 日 10 時～16 時 30 分 



                                                    

3 

内 容：記念講演  

地域包括ケアと医療ソーシャルワーク 

～メゾ・マクロを意識した支援に繋げるために～ 

講師 二木 立 

      （日本福祉大学名誉教授・日本ソーシャルワーク教育学校連盟相談役） 

     参加者によるグループワーク 

会 場：大阪府社会福祉会館 501 号室 

参加者：計 48 名（会員 44 名／非会員 4 名） 

 

（事業の対象者） 保健医療機関に勤務する医療ソーシャルワーカー、 

ソーシャルワーカー、相談員等 

    （収 入） 156,000 円（参加費） 

    （支 出） 347,068 円（諸謝費・会場賃借料・印刷製本費など） 

 

（３）（事業名） 初任者研修事業 

 第 14 期 

53 名の参加を得て開講した。会員はじめ多くの方々のご協力により、ほとんどの講

義・演習を実施することができたが 3 月に予定していた「障害年金の理解と活用」と

「性の多様性とソーシャルワーク」の 2 講義については、延期し、日程調整中である。 

一部講義を対象に再受講できるフォローアップ研修として、第 11 期・第 12 期初任

者研修修了者 3 名から、の申込を受けた。 

 

【実施した講義・演習】 

日  程 講 義 / 演 習 タ イ ト ル 講  師 所    属 

8/17(土) 
ＭＳＷへの期待と協会の果たすべき役

割 
藤田 譲 白鷺病院 

9/18(水) ソーシャルワーカーの倫理 岡本 学 大阪医療センター 

10/5(土） 社会資源の活用と援助（演習） 藤田 譲 白鷺病院 

10/17（木） 急性期病院におけるソーシャルワーク 笠藤 晋也 済生会中津病院 

10/31(木) 在宅療養におけるソーシャルワーク 大平 路子 耳原総合病院 

11/3（日） 面接技法（演習） 大野 まどか 大阪人間科学大学 

11/9（土） 生活保護の理解と活用  奥村 晴彦 大阪社会医療センター付属病院 
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12/4(水) 
老人保健施設における支援相談員の役

割 
浦 慶子 ベルアルト 

12/18(水） 
リハビリテーションにおけるソーシャ

ルワーク 
周藤 江里子 森之宮病院 

1/9(木) 療養型病院におけるソーシャルワーク 渡邊 成吾 千里中央病院 

1/25(土） 
精神保健福祉におけるソーシャルワー

ク 
村上 貴栄 

関西医科大学総合医療センター 

精神科デイケア室 

2/8(土） 病院組織とソーシャルワーク業務 和田 光徳 兵庫大学 

2/22(土)  アセスメント（演習） 大谷 京子 日本福祉大学 社会福祉学部 

3/4(水) 緩和ケアとソーシャルワーク 杉井 健祐 東住吉森本病院 

 

【延期した講義・演習】 

日  程 講 義 タ イ ト ル 講  師 所    属 

日程調整中 障害年金の理解と活用 佐原 直幸 府立急性期総合医療センター 

日程調整中 性の多様性とソーシャルワーク 岡本 学 大阪医療センター 

 

【事例検討会 スーパーバイザー】 

第 13 期 

2019 年 5 月より事例検討会を実施 

その後グループ毎にまとめの作業を実施し、第 66 回学習会にて成果を発表した。 

結果、33 名の受講者が修了となった。 

 （スーパーバイザー） 

田中 優子（ベルランド病院）   安原 利恵 （千里中央病院） 

杉井 健祐（東住吉森本病院）   松下 麗子 （済生会中津病院）  

畑中 眞優子（大阪医療センター） 唐井 周子 （愛仁会リハビリテーション病院） 

 

  （事業の対象者） 保健医療機関に勤務する経験５年以下の医療ソーシャルワーカー 

受講者：53名 

  （収 入）1,596,000 円（受講料） 

  （支 出）2,065,241 円（諸謝費・会場賃借料ほか） 

 

（４）（事業名） 中堅者研修 

・夏の中堅者研修 

  テーマ：援助のために何を聴く？何で聴く？どんな風に聴く？ 
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～ケースマネジメントのプロセスと面接技法を振り返る～ 

  講 師：山中 京子（コラボレーション実践研究所所長・大阪府立大学名誉教授）  

  日 時：2019 年 10 月 19 日 10 時～16 時 30 分 

  会 場：大阪府社会福祉会館 402 号室 

  参加者: 計 24 名（会員 19 名／非会員 5 名）    

・冬の中堅者研修 

  テーマ：スーパービジョンの方法と課題 

  講 師：ソーシャルワーカーサポートセンター名古屋 浅野 正嗣  

  日 時：2020 年 2 月 29 日 10 時～16 時・3 月 1 日 10 時～16 時 

  会 場： 大阪私学会館 302・303 号室 

  参加者：計 11 名(会員 9 名／非会員 2 名） 

・アドバンス中堅者研修会（4 回の開催） 

主に大阪府内で活躍されているソーシャルワーカーやそれに準ずる方々を講師と

してお招きし、テーマに沿った講義とグループ討議、演習などを組み合わせて研修会

を行った。 

参加しやすい様に、単発での申込み対応を行った。 

第 1 回  テーマ：脳卒中患者の就労支援  

～患者が職員になった時、MSW にできること～ 

講 師：丸山 秀幸（馬場記念病院） 

高野 直也（馬場記念病院） 

日 時：2019 年 9 月 28 日 

会 場：大阪府社会福祉会館 協会事務所 

参加者：計 5 名（会員 5 名） 

第 2 回  テーマ：難病支援 

講 師：野正 佳余（大阪難病医療情報センター） 

日 時：2019 年 11 月 9 日 

会 場：大阪府社会福祉会館 協会事務所 

参加者：計 10 名(会員 9 名／非会員 1 名） 

第 3 回  テーマ：周産期領域におけるソーシャルワークと MSW の役割 

講 師：下田 公子（淀川キリスト教病院） 

日 時：2019 年 12 月 7 日 

会 場：大阪府社会福祉会館 協会事務所 

参加者：計 6 名(会員 5 名／非会員 1 名） 

第 4 回  テーマ：様々な ICT を活用した地域連携や学校参加の支援 

講 師：大濵 江美子（大阪市立総合医療センター） 

日 時：2020 年 1 月 25 日 

会 場：大阪府社会福祉会館 協会事務所 

参加者：計 4 名(会員 3 名／非会員 1 名） 
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（事業の対象者） 保健機関に勤務する医療ソーシャルワーカー、 

ソーシャルワーカー、相談員等の経験年数４年以上 

  （収 入） 261,000 円（受講料） 

  （支 出） 911,166 円（諸謝費・会場賃借料ほか） 

 

（５）（事業名） 学生オリエンテーション事業（学生懇談会）  

学生懇談会を 2回開催した。6月は就職活動支援を目的に、1月は医療ソーシャル

ワーカーに興味を持つ学生を対象に企画した。また、6月の開催にあたっては近畿圏

の社会福祉士・精神保健福祉士養成校に案内を送ったほか、日本ソーシャルワーク

教育学校連盟に協力いただき連盟加盟校にも周知いただいた。 

日 程：2019年 6月 30日 

会 場：大阪市社会福祉研修・情報センター 

話題提供：「未来のソーシャルワーカーへ伝えたいこと」 

     小西 直毅（大阪大学医学部附属病院／松尾 緩子（阪和泉北第一病院） 

「就活体験談～私がＭＳＷになるまで～」 

     村上 日向子（協和会病院）／熊野 知佳（ベルピアノ病院） 

／ 武田 崇紀（阪南市民病院） 

参加者：計 56名(会員 3名 非会員 51名 見学 2名） 

日 程：2020年 1月 19日 

会 場：大阪市社会福祉研修・情報センター 

話題提供：「これが医療ソーシャルワークだ！」 

村上 日向子（協和会病院）／小﨑 真衣子（藤井病院） 

 ／ 浅井 充子（明舞中央病院） 

参加者：計 25名(会員 0名 非会員 24名 見学 1名） 

 

（事業の対象者） 社会福祉士・精神保健福祉士養成校などで社会福祉を学んで 

いる学生 

   （収 入）  75,000 円（参加費） 

   （支 出） 117,217 円（諸謝費・会場賃借料・印刷製本費など） 

 

（６）（事業名）出版発行事業 

・広報誌の発行（年 2回） ８５０部 

    発行方法について見直しを行った。 

・医療社会事業従事者講習会抄録の編集・発行 80部 

     参加人数にあわせて発行した 

・広報誌特別版の編集・発行 

      平成３０年度（２０１８年度）版の編集を行ったが、作業の遅れにより発行は次年

度に持ち越した。 

     また、2019年度版発行に向けて、掲載内容の編集を順次進めている。 
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・ホームページの管理・運営 

「有限会社デジタルファクトリー」に委託して、以下の情報を掲載、また活用

を図った。 

          研修会案内、学生懇談会開催案内 

２０１８年度事業報告、２０１８年度決算書・貸借対照表 

・学習会や講習会等の記録・管理 

      著作権・個人情報保護に配慮して、記録を行い、保存を進めた。 

  ・フェイスブックの活用 

     今年度も広報手段として活用し、教育部とも連携して、研修開催情報・開催

報告の記事をタイムリーにアップした。 

 

（内 容） 医療ソーシャルワークに関連する医療・福祉分野の最新情報の提供

と協会活動内容を広く一般に広報した。 

（実施日）  年２回発行 

    （事業の対象者） 協会会員・関係団体 

    （収 入）       0 円 

    （支 出）  843,582 円（印刷製本費・通信運搬費ほか） 

 

Ⅳ．社員総会の開催状況 

 （１）第１４回定例総会 

召集年月日 ２０１９（令和１）年４月１日 

開催場所  大阪市都島区網島町 6－20 大阪私学会館 

開催日時  ２０１９（令和１）年５月１８日１６時３０分 

社員総数  ６８５名 

  出席社員数 ３８８名（内訳 本人出席 ４０名 ＋ 書面表決出席 ３４８名） 

  （内容）  議事進行者選出 

      第１号議案 ２０１８年度事業報告 

⇒ 賛成多数により承認 

第２号議案 ２０１8年度決算報告及び監査報告 

監事より決算監査結果について「誤りなし」との報告 

 ⇒ 賛成多数により承認 

第３号議案 役員選出の件 

（２０１９年度は理事１２名、監事３名とし、任期は前期役員の任期満了日の 

翌日より 1年とする） 

 ⇒ 賛成多数により承認 

   なお、総会に先立って、記念シンポジウムを下記の通り開催した。 

     テーマ：ソーシャルワーク教育における「大社連携」の可能性 

           ～現場と養成校とのコラボレーションで人材確保を～ 

シンポジスト 保正 友子（日本福祉大学） 和田 光徳（兵庫大学）  
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八木 和栄（済生会吹田病院） 

コーディネーター 藤田 譲（白鷺病院） 

 

Ⅴ．理事会その他の役員会の開催状況 

  第１回理事会  2019年 4月 9日 

 内容：会員異動報告及び連絡、定例総会、教育・出版広報の企画と実施報告、財務

報告⇒承認 

  第２回理事会  2019年 5月 14日 

 内容：会員異動報告及び連絡、定例総会、教育・出版広報の企画と実施報告、財務

報告⇒承認 

臨時理事会   2019年 5月 18日 

   内容：代表理事の選出 ⇒承認 

  第３回理事会  2019年 6月 11日 

 内容：会員異動報告及び連絡、教育・出版広報の企画と実施報告、財務報告⇒承認 

  第４回理事会  2019年 7月 9日 

 内容：会員異動報告及び連絡、教育・出版広報の企画と実施報告、財務報告⇒承認 

  第５回理事会  2019年 8月 13日 

 内容：会員異動報告及び連絡、教育・出版広報の企画と実施報告、財務報告⇒承認 

  第６回理事会  2019年 9月 10日 

 内容：会員異動報告及び連絡、教育・出版広報の企画と実施報告、財務報告⇒承認 

  第７回理事会  2019年 10月 8日 

 内容：会員異動報告及び連絡、教育・出版広報の企画と実施報告、財務報告⇒承認 

  第８回理事会  2019年 11月 12日 

 内容：会員異動報告及び連絡、教育・出版広報の企画と実施報告、財務報告⇒承認 

第９回理事会  2019年 12月 10日 

 内容：会員異動報告及び連絡、教育・出版広報の企画と実施報告、財務報告⇒承認 

  第１０回理事会 2020年 1月 14日 

 内容：会員異動報告及び連絡、教育・出版広報の企画と実施報告、財務報告⇒承認 

  第１１回理事会 2020年 2月 18日 

 内容：会員異動報告及び連絡、役員選出、教育・出版広報の企画と実施報告、財務

報告、⇒承認 

  第１２回理事会  2020年 3月 10日 

 内容：会員異動報告及び連絡、役員選出、教育・出版広報の企画と実施報告、財務

報告、定例総会、2020年度事業計画案・予算案 ⇒承認 

 


